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昨年11月に、ご協力いただいた学校評価アンケートの結果をお知らせします。
全体的に保護者、児童どちらの結果も肯定的な評価が８割以上を示していました。
保護者アンケートの自由記述につきましては、たくさんのご感想・ご意見をいただきました。特に昨年に引き続き「登
下校ボランティアをもっと募集して欲しい」という意見がありました。子どもたちの安心安全のために、地域学校協働本
部さんにチラシを作成していただき、広くお知らせするため、2月号の市民だよりと一緒にボランティアの募集文書を配
布しました。学校・保護者・地域の方と協力して子どもたちを見守っていけたらと思います。
また、持ち物のこと、学校行事のこと、施設面のことなど多岐にわたり貴重なご意見を頂戴いたしました。ありがとう
ございました。今後も検討を重ね、よりよい学校作りに努めてまいります。
児童アンケートについては、授業スタイルや学び方の変化に合わせ、回答に少し変化が見られました。授業スタイルの
変化になれるまで時間を要する児童がいることや、メタ認知が進み自分自身を分析できてきたことが要因として挙げられ
ます。教員も子どもも学びの連続です。その中で、多くの子どもたちが楽しく学校生活を送っていることが分かりました。
これまで加茂小学校が大切にしてきた人権教育や、子どもたちが積み上げてきた加茂小学校の伝統・校風だと感じていま
す。しかし、「学校が楽しくない」と感じている児童についても真摯に向き合い、児童をプラスの目でみていくことを継
続したいと思います。学びも遊びも楽しめるそんな加茂小学校をこれからも創っていきたいと思います。
今後も保護者・地域の皆様と連携しながら、子どもたちのよりよい成長に向けて全教職員で取り組んでいきたいと考え
ております。今後とも保護者・地域の皆様のあたたかいご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

保護者アンケートの結果

児童アンケートの結果

① あ い さ つ を し て い る

② 思 い や り の 心 で 接 す る

③ 宿 題 を す る

④ 決 ま り を 守 っ て い る

⑤ 学 校 は 楽 し い

⑥ 授 業 は 楽 し い

⑦ 授 業 は よ く わ か る

⑧ 自分の考えを発表している

⑨ 目 標 を も っ て 粘 り 強 く 取 り 組 む

⑩ わからないことは先生にたずねる

⑪ 先生は話や意見を聞いてくれる

⑫ 先生にほめてもらうことがある
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スクールカウンセラー来校日
２月４日(火)・18(火)
８:４５～1６:３０
(最終面談は15:45～)

相談時間は45分です。
お気軽にご相談ください。
臨床心理士 木口 かおり

お申込みは、担任または
養護（伊家）まで

〒619-1152
木津川市加茂町里西上田11-1

木津川市立加茂小学校
TEL 0774-76-2102

FAX 0774-76-8002

人権きらりコラム

① 挨 拶 を す る （ 家 ）

② 宿 題 を す る

③ 楽 し そ う に 過 ご し て い る

④ 授 業 が よ く 分 か る

⑤目標を持って粘り強く取り組む

⑥ 学 校 の 話 を す る

⑦ 決 ま り を 守 っ て い る

⑧ 学 校 の 様 子 が よ く 分 か る

⑨一人一人大切にされている

⑩ 教 職 員 は 熱 心 で あ る

⑪ 開 か れ た 学 校 で あ る

⑫いじめ事象に対処している
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る
」か
ら
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めざす児童像
(1)かしこく
(2)やさしく
(3)たのもしく

「いっぱいやってるから大丈夫やで」

先日、私が家で「今日は何もできひんかった、あかんな…」と
ぼやいていたら、息子が「掃除も洗濯もご飯も作ったやん。いっ
ぱいやってるから大丈夫やで」と一言。毎日、当たり前だと思っ
てやっていることを褒められた気持ちになり、明日からも頑張
ろうと思いました。

しっかり子どもは見てくれているんですね。私たち大人も

子どもの「当たり前の頑張り」を褒められるようになりた

いですね。 変更があった場合は、随時お知らせメールでお伝えします。

月日 曜 行 事

2月4日火
全校集会、クラブ活動、クラブ見学3年
スクールカウンセラー来校日

13 木6年生を送る会

18 火
お話ポケット（3年）,クラブ活動
スクールカウンセラー来校日

20 木お話ポケット（4年）,大縄大会（昼）

22 土家庭学習P-up週間～3/1

23 日天皇誕生日

24 月振替休日

25 火お話ポケット（5年）,きらり班遊び

27 木お話ポケット（6年）

28 金B5校時,授業参観・学級懇談会

アンケート結果は、左側より「している」、「どちらかといえばしている」
「どちらかといえばしていない」、「していない」となっています。


